
「防災まちづくり計画」検討中！

　醒泉まちづくり委員会では、現在
「防災まちづくり計画」を検討しています。
これは「地震災害が起こる前に、まちを
強くしておく」ための計画で、目標や方
針、具体的取組などを整理するものです。
計画策定後は、その実現を図るための
活動に取組むこととしています。
　現在、素案を検討中で、いずれ皆さま
のご意見を確認する機会を設けますの
で、ぜひご覧ください。

「地域の集合場所」確認中!！

天神前町 集合場所
＜東中筋通松原交差＞

　地震が起こった時、身の回りと家族の安全を確認できれ
ば、次に向かうのは町内ごとに決められた「地域の集合場所」
です。ここでは、各町内の人々の安否確認などを行い、その
上で、避難所である下京雅小学校に向かいます。
　この「地域の集合場所」がはっきりと決まっていない町内
もあり、現在、確認中です。今年度中に確定して、防災まち
づくりマップに掲載しますので、みなさまもご自身の町内
の「地域の集合場所」をご確認ください。

防災まちづくり計画についてのご意見 ▶

地域の集合場所 ▶
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　防災まちづくりが始まって３年目。今年も６月４日と
１１日に「防災まち歩き」を実施しました。これは町内会
長さんを対象に毎年恒例で行うもので、普段歩かないよ
うな路地、袋路など、防災上の課題となるような箇所を
歩いて確認します。
　参加した町内会長さんからは 「身近な場所も視点を
変えると新たな発見があり、新鮮だった。」 「細い路地が
とても多かった。危ない所を知るというのは大切だと思
う。」 などのご感想をいただいています。
　皆さんも、防災の観点から、一度、自分の町内を歩いて
確認してみては如何でしょう。

「防災まち歩き」今年も実施しました！

 

■ ご町内でも、なかなか通らない所を見られてよかったです。
■ 新しい発見があった。路地の奥の人と関わりがあるといいと思った。消
防署の人と一緒に回れたのはよかった。火事の際のイメージができた。

■ とてもよかったです。普段路地とか気にしていなかったですが、防
災について考え直すきっかけになりました。

■ 同じ町内でも普段見ない場所を確認できたいい機会になりました。
古いブロック塀が気になりました。

■ 路地などの様子が見学できてよかったです。防災の目線で歩くこと
が大事だと思います。

■ 今回始めて参加させていただき、消防車が通れない道や、高さのある
ブロック塀など、注意すべき箇所があり、驚きました。

■ 普段は立ち入ることがはばかられるような袋路に初めて入りまし
た。有事に備え、そういった場所の家・居住者の有無を知っておく
ことは、非常に大切であると改めて認識しました。

■ 普段通り過ぎている所にも数多くの路地があり、電線の危険な場所を
確認できました。

■ いろいろな視点で危険箇所を見られて参考になりました。露出した
ガス管に驚いた。
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専門家ご紹介！
防災まちづくりの専門
家として、一昨年からお
手伝いしている松原永
季です。
防災まち歩きでは、自治
会長の皆さんに大変お
世話になりました。防災
まちづくりには、地域の
皆さんの理解と協力が
欠かせません。
ぜひ一緒に、災害に強い
まちをつくって
いきましょう！

スタヂオ・カタリスト
松原 永季

お問い合せ
□ 醒泉まちづくり委員会
□ 醒泉自治連合会
□ 醒泉自主防災会

□ 京都市景観・まちづくりセンター　　
□ 京都市まち再生・創造推進室
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